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調査年度 平成 24 年度 

調査タイトル 
集落地域における生活支援機能の拠点化、広域連携による持続

的な地域づくりに関する調査 
１ 調査の目的と背景 

中山間地等の集落地域においては、今後さらに維持・存続が危ぶまれる集 
落が増加していくことが予想される。こうした状況に対し、集落地域の中核 
的な地区への生活支援機能の拠点化、広域連携を図るとともに、都市住民の 
集落地域に対する交流ニーズを取り込んだ外部支援等の拡大により、持続可 
能な集落地域づくりを進めていく必要がある。 
本調査では、先進的な事例等を調査・分析することにより、持続可能な集 

落地域づくりに向けた処方箋について検討した。 
 
２ 調査方法、体制 

(１) 集落地域における生活支援機能の拠点化、広域連携に関する事例分析 
(２) 生活支援機能の拠点化、広域連携事例に関する調査 
(３) 都市住民の集落地域交流ニーズに関する調査 
(４) 海外事例調査 
(５) 有識者委員会の開催 
 

３ 結果概要 
上記調査により得られた情報の整理・分析により、下記(１) ～ (３) が求め

られた。また(１) ～ (３) の普及のため、(４) を作成した。 
(１) 集落地域における「小さな拠点」づくりが求められる背景 
(２) 集落地域における「小さな拠点」づくりの意義・役割等 
(３) 「小さな拠点」づくりを推進するための論点 
(４) 集落地域の大きな安心と希望をつなぐ「小さな拠点」づくりガイドブッ

クの作成 

参考 URL 等 
国土交通省ＨＰ「過疎地域等の集落に関する調査・研究会等」 
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000010.html 
 


